
浜松宮口 ひずみ変化 時間値 Exp.

100 nstrain
30 hPa
50 mm/day

May Jun Jul Aug Sep Oct

ひずみ１(N004E)
1.400e-09/day

ひずみ２(N094E)
-4.100e-09/day

ひずみ３(N229E)
-4.500e-10/day

ひずみ４(N139E)
1.400e-09/day

面積ひずみ[12]
-6.200e-09/day

面積ひずみ[34]
2.400e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み

2.0e-07 strain

浜松宮口 ひずみ変化 日値 Exp.

5000 nstrain

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ひずみ１(N004E)

ひずみ２(N094E)

ひずみ３(N229E)

ひずみ４(N139E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+176.626

+156.626

主軸方向

伸び

縮み

3.0e-07 strain

※    

※    

※    

L     

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ１・３・４の各方向成分から2002年7月1日を基点として算出�

N
ST1

ST
2

ST
3 ST4

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ１・３・４成分から
３ヶ月前を基点として算出�

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ
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静岡落合 ひずみ変化 時間値 Exp.

1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

May Jun Jul Aug Sep Oct

水平ひずみ１(N252E)
-5.600e-08/day /10

水平ひずみ５(N252E)
1.400e-09/day

水平ひずみ２(N342E)
8.800e-09/day /2 

水平ひずみ６(N342E)
1.700e-09/day

水平ひずみ３(N027E)
-1.700e-07/day /20

水平ひずみ７(N027E)
6.400e-08/day /10 

水平ひずみ４(N117E)
-1.100e-09/day

水平ひずみ８(N117E)
1.100e-08/day /10 

面積ひずみ[12]
-3.700e-08/day /10

面積ひずみ[56]
-2.600e-11/day

面積ひずみ[34]
-1.400e-07/day /20

面積ひずみ[78]
4.700e-08/day /10 

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み

1.0e-06 strain

静岡落合 ひずみ変化 日値 Exp.

20000 nstrain

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ひずみ１(N252E)

ひずみ５(N252E)

ひずみ２(N342E)

ひずみ６(N342E)

ひずみ３(N027E)

ひずみ７(N027E)

ひずみ４(N117E)

ひずみ８(N117E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+216.412

+186.412

主軸方向

伸び

縮み

1.0e-06 strain

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ５・６・４の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出�

N

ST
1&

5

ST2&6 ST3&7
ST4&

8

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ５・６・４成分から
３ヶ月前を基点として算出�

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ

- 32 -



藤枝蔵田 ひずみ変化 時間値 Exp.

1000 nstrain
30 hPa
100 mm/day

May Jun Jul Aug Sep Oct

水平ひずみ１(N154E)
2.100e-09/day

水平ひずみ５(N154E)
-1.000e-07/day /5

水平ひずみ２(N244E)
1.100e-07/day /5

水平ひずみ６(N244E)
1.200e-08/day

水平ひずみ３(N289E)
-7.100e-08/day /5
水平ひずみ７(N289E)
-1.300e-08/day
水平ひずみ４(N019E)
-2.400e-08/day /2
水平ひずみ８(N019E)
6.700e-09/day

面積ひずみ[12]
1.500e-07/day /5

面積ひずみ[56]
-8.200e-08/day /5

面積ひずみ[34]
-1.100e-07/day /5
面積ひずみ[78]
-3.400e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み

5.0e-07 strain

藤枝蔵田 ひずみ変化 日値 Exp.

50000 nstrain

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ひずみ１(N154E)

ひずみ５(N154E)

ひずみ２(N244E)

ひずみ６(N244E)

ひずみ３(N289E)

ひずみ７(N289E)

ひずみ４(N019E)

ひずみ８(N019E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+200.018

+170.018

主軸方向

伸び

縮み

2.0e-06 strain

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ６・７・８の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出�

N

ST1&5

ST
2&

6
ST

3&
7

ST4&8

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ６・７・８成分から
３ヶ月前を基点として算出�

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ
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掛川高天神 ひずみ変化 時間値 Exp.

500 nstrain
30 hPa
100 mm/day

May Jun Jul Aug Sep Oct

水平ひずみ１(N198E)
1.200e-08/day

水平ひずみ５(N198E)
1.400e-08/day

水平ひずみ２(N288E)
-2.200e-08/day

水平ひずみ６(N288E)
-2.400e-08/day

水平ひずみ３(N333E)
-1.600e-08/day

水平ひずみ７(N333E)
-7.500e-09/day

水平ひずみ４(N063E)
8.100e-09/day

水平ひずみ８(N063E)
5.000e-09/day

面積ひずみ[12]
-2.000e-08/day

面積ひずみ[56]
-2.600e-08/day

面積ひずみ[34]
-1.600e-08/day

面積ひずみ[78]
-1.400e-08/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み

5.0e-06 strain

掛川高天神 ひずみ変化 日値 Exp.

30000 nstrain

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ひずみ１(N198E)

ひずみ５(N198E)

ひずみ２(N288E)

ひずみ６(N288E)

ひずみ３(N333E)

ひずみ７(N333E)

ひずみ４(N063E)

ひずみ８(N063E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+202.048

+172.048

主軸方向

伸び

縮み

1.0e-05 strain

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ５・６・７の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出�

N

ST1&5

ST
2&

6

ST3&7
ST4&

8

・特記事項なし。

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ５・６・７成分から
３ヶ月前を基点として算出�

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ
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売木岩倉 ひずみ変化 時間値 Exp.

200 nstrain
30 hPa
100 mm/day

May Jun Jul Aug Sep Oct

水平ひずみ１(N209E)
1.400e-09/day

水平ひずみ５(N209E)
8.900e-09/day

水平ひずみ２(N299E)
-7.500e-09/day

水平ひずみ６(N299E)
-1.400e-09/day

水平ひずみ３(N344E)
-6.800e-09/day

水平ひずみ７(N344E)
-3.500e-09/day

水平ひずみ４(N074E)
-3.200e-10/day

水平ひずみ８(N074E)
2.000e-09/day

面積ひずみ[12]
-5.800e-09/day

面積ひずみ[56]
9.300e-09/day

面積ひずみ[34]
-4.900e-09/day

面積ひずみ[78]
4.500e-10/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み

5.0e-07 strain

売木岩倉 ひずみ変化 日値 Exp.

20000 nstrain

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ひずみ１(N209E)

ひずみ５(N209E)

ひずみ２(N299E)

ひずみ６(N299E)

ひずみ３(N344E)

ひずみ７(N344E)

ひずみ４(N074E)

ひずみ８(N074E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+235.623

+205.623

主軸方向

伸び

縮み

1.0e-06 strain

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ６・７・８の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出�

N

ST1&5

ST
2&

6

ST3&7
ST

4&
8

SSE1 ：短期的ゆっくりすべり  2019.06.11-06.15
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2019.08.03-08.06

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ６・７・８成分から
３ヶ月前を基点として算出�

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ
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新城浅谷 ひずみ変化 時間値 Exp.

200 nstrain
30 hPa
100 mm/day

May Jun Jul Aug Sep Oct

水平ひずみ１(N165E)
4.200e-09/day /2

水平ひずみ５(N165E)
1.400e-09/day

水平ひずみ２(N255E)
-1.200e-09/day

水平ひずみ６(N255E)
2.200e-09/day

水平ひずみ３(N300E)
-5.000e-09/day

水平ひずみ７(N300E)
-2.500e-08/day /2
水平ひずみ４(N030E)
-2.500e-09/day

水平ひずみ８(N030E)
6.900e-09/day
面積ひずみ[12]
2.400e-09/day /2

面積ひずみ[56]
6.800e-09/day

面積ひずみ[34]
-6.200e-09/day

面積ひずみ[78]
-1.300e-08/day /2
気圧

ひずみ雨

伸び

縮み

5.0e-07 strain

新城浅谷 ひずみ変化 日値 Exp.

5000 nstrain

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ひずみ１(N165E)

ひずみ５(N165E)

ひずみ２(N255E)

ひずみ６(N255E)

ひずみ３(N300E)

ひずみ７(N300E)

ひずみ４(N030E)

ひずみ８(N030E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+181.004

+151.004

主軸方向

伸び

縮み

5.0e-07 strain

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE1  

SSE3  

SSE3  

SSE3  

SSE3  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ２・３・４の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出�

N

ST1&5

ST
2&

6
ST

3&
7

ST4&8

SSE1 ：短期的ゆっくりすべり  2019.06.11-06.15
SSE3 ：短期的ゆっくりすべり  2019.06.29-07.03
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2019.08.03-08.06

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ２・３・４成分から
３ヶ月前を基点として算出�

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ
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田原高松 ひずみ変化 時間値 Exp.

200 nstrain
30 hPa
50 mm/day

May Jun Jul Aug Sep Oct

水平ひずみ１(N065E)
2.000e-09/day

水平ひずみ５(N065E)
-7.900e-09/day

水平ひずみ２(N155E)
2.600e-09/day

水平ひずみ６(N155E)
9.100e-09/day

水平ひずみ３(N200E)
-2.700e-10/day

水平ひずみ７(N200E)
-5.200e-09/day

水平ひずみ４(N290E)
-6.200e-09/day
水平ひずみ８(N290E)
-2.300e-09/day /2

面積ひずみ[12]
4.400e-09/day

面積ひずみ[56]
1.200e-09/day

面積ひずみ[34]
-6.000e-09/day

面積ひずみ[78]
-5.600e-09/day

気圧

ひずみ雨

伸び

縮み

1.0e-06 strain

田原高松 ひずみ変化 日値 Exp.

10000 nstrain

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

ひずみ１(N065E)

ひずみ５(N065E)

ひずみ２(N155E)

ひずみ６(N155E)

ひずみ３(N200E)

ひずみ７(N200E)

ひずみ４(N290E)

ひずみ８(N290E)

最大剪断ひずみ

面積ひずみ

+169.171

+139.171

主軸方向

伸び

縮み

1.0e-06 strain

T     

SSE2  

SSE2  

SSE2  

SSE3  

SSE3  

SSE3  
L     

SSE4  

SSE4  

SSE4  

SSE4  

気象庁作成

※最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は，地震に伴うステップ状の変化を除去して
  計算している。

３ヶ月前を基点
として算出

・最大剪断ひずみ、面積ひずみおよび主軸方向は
　ひずみ５・６・７の各方向成分から2012年1月1日を基点として算出�

N

ST1&
5

ST2&6ST3&7

ST
4&

8

SSE2 ：短期的ゆっくりすべり  2019.06.25-06.28
SSE3 ：短期的ゆっくりすべり  2019.06.29-07.03
SSE4 ：短期的ゆっくりすべり  2019.08.03-08.06

C    ：地震に伴うステップ状の変化 
L    ：局所的な変化 
S    ：例年見られる変化 
M    ：調整 
T    ：障害 

ひずみ５・６・７成分から
３ヶ月前を基点として算出�

・気圧，潮汐，降水，地磁気補正データ
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多成分ひずみ計日値による主ひずみ解析結果
（90日間の変化量から算出）

気象庁

基準日：2019/08/02　比較日：2019/10/31

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

伸び

縮み

5e-07[strain]

基準日：2019/07/03　比較日：2019/10/01

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

伸び

縮み

5e-07[strain]

基準日：2019/04/02　比較日：2019/07/01

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

伸び

縮み

5e-07[strain]

基準日：2019/01/01　比較日：2019/04/01

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

伸び

縮み

5e-07[strain]

基準日：2018/10/03　比較日：2019/01/01

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

伸び

縮み

5e-07[strain]

基準日：2018/07/03　比較日：2018/10/01

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

伸び

縮み

5e-07[strain]

基準日：2018/04/02　比較日：2018/07/01

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km

伸び

縮み

5e-07[strain]

観測点配置図

137˚30'E 138˚00'E 138˚30'E

34˚30'N

35˚00'N

20 km ()内は主ひずみ計算に使用した成分

静)川根本町東藤川(123)

静)浜松春野(234)

掛川高天神(567)

掛川富部(123)
浜松宮口(134)

新城浅谷(568)
藤枝蔵田(678)

田原高松(567)

静岡落合(564)

売木岩倉(678)

浜松佐久間(123)
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GNSS 6時間値による面的監視

気象庁・気象研究所作成

●

対象範囲（内側の矩形内）と使用観測点（●印）。＋印の観測点はデータ不安定な
どにより今回の解析に使用していない。

東海地域におけるGNSS6時間値（国土地理院）を用いて、最近1日間及び1週間の

中央値を過去と比較した。異常検知の閾値（ノイズレベル）は、2006年1月～2007
年12月の2年間分のデータを元に、1年に1回出現する最大値・最小値を把握でき
る値を求め設定。
夏季に解析値のばらつきが見られるほかは特に目立った変位は見られない。

※ＧＮＳＳ(Global Navigation Satellite System)とは、ＧＰＳをはじめとする衛星測
位システム全般をしめす呼称。
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最近1日間とその前1週間との比較

ノ
イ
ズ
レ
ベ
ル

気象庁・気象研究所作成

最近1年間（2018年10月1日00:00～2019年10月31日00:00）の
面的監視による対象範囲内の最大値の経過
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気象庁・気象研究所作成

最近1週間とその前1ヶ月間との比較

ノ
イ
ズ
レ
ベ
ル

最近1年間（2018年10月1日00:00～2019年10月31日00:00）の
面的監視による対象範囲内の最大値の経過
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GNSS日値による面的監視

気象庁・気象研究所作成

南海トラフ沿いの地域について東海地域・紀伊半島・四国地域の三つに分け、
GNSS日値F3解（国土地理院）を用いて、以下の通り面的監視手法で見た。

①最近1ヶ月間とその前の3ヶ月間との座標変化と水平ひずみ
②最近1ヶ月間と1年前の1ヶ月間との座標変化と水平ひずみ
③各対象範囲内の最大値の経過

面的監視手法（小林，2005１））とは、GNSSデータを用いて以下の手順で解析したも
のである。

１．観測点ごとに定常変位と見なされる期間の直線トレンドを除去
２．主な地震に伴うオフセットを除去
３．各期間中の中央値から、観測点ごとの座標変化を計算
４．各領域内の座標変化の中央値を固定値として各観測点の変化量を計算
５．各領域の外周を変化なしと仮定
６．緯度経度0.5度ごとに変化量の中央値を求め、スプライン関数で平滑化する
７．平滑化した格子点データからノイズレベルを算出する
８．格子点データから水平ひずみを計算
９．得られた格子点データから等値線図を作成

１０．格子点データの最大値・最小値から時系列グラフを作成

※ＧＮＳＳ(Global Navigation Satellite System)とは、ＧＰＳをはじめとする衛星測
位システム全般をしめす呼称。

１）小林昭夫（2005）：GPS東海地域３時間解析値の面的監視，験震時報第68巻第3～4号 P99～104

四国地域で、豊後水道の長期的ゆっくりすべりに伴う変化が見られる。
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最近２ヶ月間の変位とひずみ －東海地域－

対象範囲内の最大値の経過（1997年1月～2019年10月）

気象庁・気象研究所作成
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最近１年間の変位とひずみ －東海地域－

対象範囲内の最大値の経過（1997年1月～2019年10月）

気象庁・気象研究所作成
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最近２ヶ月間の変位とひずみ －紀伊半島－

対象範囲内の最大値の経過（1997年1月～2019年10月）

気象庁・気象研究所作成
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最近１年間の変位とひずみ －紀伊半島－

対象範囲内の最大値の経過（1997年1月～2019年10月）

気象庁・気象研究所作成
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最近２ヶ月間の変位とひずみ －四国地域－

対象範囲内の最大値の経過（1997年1月～2019年10月）

気象庁・気象研究所作成
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最近１年間の変位とひずみ －四国地域－

対象範囲内の最大値の経過（1997年1月～2019年10月）

気象庁・気象研究所作成
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